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「“是～的”構文における“是”・“的”の

位置変化による焦点の移動」

呉幸芬

はじめに

周知のように、漢語語法では．足一は判断文に11}いられる述飛動詞であり、主に述諦（訓語）を説

明し、判断又は強調する目的で使われる動詞である。“､り゛にはいろいろな役iI}ｌがあり、櫛造助詞と

して/Ⅱいられるほか、語気助詞として用いられてもいる。さらに動詞や目的語、連体修飾語と結びつ

いて、名詞ｲﾘを構成することもある。しかし“是,,と組み合わされて“是～的,､構文になると“的”

はほとんどの場合文末に置かれて、ｉＩｊ･定や強調を表す語気助詞となる。

今まで、先行論では．`是～的一イNi文の構造や意味や文型などについて様々な議論が操}〕広げられて

いる。しかし“是～的”構文に．､処”・１０”の位悩変化によ')焦点の移動がどのように捉えられてい

るか、また“足，，.“的”の語法的機能や意味はどのように変化するのかについての言及は少ない。そ

こで、従来の諦説とは異なる視点からを考察してみようと考えている。

本稿では“是～的,，構文において“是'，.“的一の位iiM変化によ}〕どの部分に焦点が当てられるのか、

また￣是，,.“的一の語法的機能や意味はどのように変化するのかを四言語（閥・台・'|酢Ｈ）を対照

分析することによって考察する。

本稿では全ての例文をアクセントのプロミネンスで焦点を表わし、併せて文のイントネーションを

記述する。すなわち、以下の例文に示しているように、爽際に話す時、主に息の切れ'｣を「||」で分

け、又特に熊点として強調したいところは「＃」マークを語の１１１に記し、語調が上昇されることを表

わした。本欄では母語話者によって強調の有無や区切りの有無の弁別があることを示すにとどめ、具

体的な音声的実現については、中'五|譜・11本語とも稿を改めて論ずる。「()」は発話によっては、こ

の箇所で息の切れ目となると思われるところである。

尚、参照として台湾闘南語の音声図を岐後のページに付加する。

１．°是”の位置変化による焦点の移動

本稿の例文は、英幸芥（2009）においても参照した、鄭良体（1997）の「台、華諦的時空、疑問と

否定」ｐ､144から引用した例文を用い、そこで用いられているmDiiiilを入れ替えて分析することにする。

またliil時に、日本語では成立する訳文を、台湾岡南語、台湾IEI語、中国語（普通iiIi）にさらに逆対

訳して、それらの文が本来の構文と|可一か、どのように異なるかどうかを考察してみる。
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例

（１）是他昨天在這個地方用繩子殺了自己的咳子的。

（彼が昨日この場所で紐で自分の子供を絞め殺したのだ｡）

（２）他昨天是在這個地方用繩子殺了自己的核子的。

（彼は昨日この場で紐で|:1分の子供を絞め殺したのだ｡）

（３）他昨天在這個地方是用繩子殺了[|己的咳子的。

（彼は昨Ｉ]この場で紐で１４１分の子供を絞め殺したのだ｡）

（４）他昨天在這個地方用繩子殺了是自己的核子的。

（彼が昨[｜この場で紐で絞め殺したのは自分の子供だ二）

STichah-hngtlLchit-6-s6-chﾖii6ng-soh-Achhui-sika-kT6km-dｅ

Ｌ是|＃伊|｜昨昏lIt7-道IMI所在’’１１】索仔｜｜推死(子）｜｜家己|的個仔|的。

Chah-hngがchit-6-s6-chaiSTii6ngs()h-dchhui-sika-kI6kin-ae

2.｜昨昏lItT-這個所在|是|＃伊’’１N索仔ｌＩｊ１Ｍ死(子)｜｜家己Ｉ的伺仔}的。

Chah-hngtlLchit-e-s6-ch3iiOng-soh-Achhui-sika-kTekin-deＳＩ岩ｉ

3.｜昨昏ｌＩｔｒ適個所在’’１１]索仔Ｉｌ１ｌＭ死(子)｜｜家己|的|国仔|的＃是伊。

Shih-tﾖzu6-ti且nzAi-jh6i-ge-di-f且ngy6ng-shengzihl6-slhzih-jI-hAi-zih-de

l.＃是他|昨天川在這個地方||用繩子||勒死(了)|自己咳子的。

Zu6-tiﾖnzAijhei-ge-di-塩ngshih-t5iy6ngsh6ng-zihle-slhziMhdi-zih-de

2.1昨天}|在這個地方｝＃是他|用繩子｝|勒死(了)|自己咳子的。

Ｚｕかtianzai-jhei-ge-di-fEmgyOng-sh6ng-zihle-slhziMhdi-zih-deshih-tZi

3.'昨天川在這個地方｜｜用繩子'１勒死(了）１１自己核子的}＃是他。

Shi-t3zu6-tianzai-zh6i-ge-di-fangyOng-sh6ng-zile-sTzi-jY-hiii-zi-de

l.＃是他|昨天｜｜在返十地方'１用蝿子｜｜勅ﾀﾞﾋﾟ(了)’1]己核子的。

Zu6-ti且nzdi-zhCi-ge-diさfEmgshi-tay6ng-sh6ng-zile-slzijlhdi-zi-de

2.｜昨天||在迄十地方}＃是他|用蝿子||勒死(了)'1]己核子的。

Zu6-tianzdi-zh6i-ge-di-fﾖngshi-tay6ng-sh6ng-zile-siizl-jlhAi-zi-deshl-t3

3.｜昨天｜｜在迭十地方’’111蝿子｜|勒死(了)｜｜自己咳子的}＃是他。

(１）（閏）

(台）

(中）

彼が昨日この場所で紐で自分の子供を絞め殺したのだ。

１．｜＃彼が昨日(この場所で)(紐で)(自分の子供を)絞め殺したのだ｡’

2.|昨日｝｜この場所で}｜自分の子供を｜{紐で}｜＃彼が絞め殺したのだ｡｝

3.|昨日('１)この場で(|｛)紐で(}|)自分の子供を絞め殺したのは｝｜＃彼だ｡Ｉ(日）

日本語の例文に合わせて、剛・台・中三言語のそれぞれ対訳文を挙げてみることにした。その結果、

たとえ主語の位置が移動しても、￣是”が主語の前に慣かれれば、情報焦点は施事者（主語）である

ことは変わらないと判断できる。
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Ichah-hngsTtlLchit-e-s6-chEiiiOng-soh-Achhui-sika-k7ekin-ae

伊|昨昏|是|＃tT這個所在ＩＩ１Ｕ索仔｝｜推死(子)｜｜家己|的|目仔'（的)。

TEi-zu6-ti面nshihzAijh6-ge-di-fEmgy6ng-sh6ng-zihle-SIhzih-jide-hdi-zihde

他|昨天|是|＃在這個地方}|用繩子|{勒死(了)｜｜自己的核子}（的)。

Ｔﾖｰzu6-ti目nshlzai-zhei-ge-di-Eingy6ng-sh6ngzjl6-sIzi-jlde-hiii-zide

他|昨天|是|＃在込十地方ｌＩｊｌｌ範子｜|勒死(了)’’1ｺ己的核子'（的)。

彼は昨日この場で紐で自分の子供を絞め殺したのだ。

(２）（閥）

(台）

(中）

（日）｜彼は｝{昨日｝｜自分の子供を｝｜＃この場で紐で絞め殺したのだ｡｝

Ichah-hngtTchit-6-s6-chEiisTi6ng-soh-achhui-sika-kl6kin-3e

伊|昨昏lItTL這個所在|是|＃用索仔||拙死(子)｜｜家己lllll田仔Ｉ（的)。

Ta-zu6-tianzdijhei-ge-di-fEingshihy6ng-sh6ng-zihle-SIhzihjlLde-hAi-zihde

l他昨天||在這個地方}是|＃用繩子||勒死(了)｝｜自己的咳子}(的)。

Ta-zu6-timzili-zhei-ge-di-旧ngshiy6ng-sh6ng-zile-sYzi-jT-de-hai-zi-de

l他昨天｜｜在迭十地方|足|＃)|}麺子｜｜勒死(丁)１１１÷|己的咳子Ｉ（的)。

彼は昨日この場で紐で自分の子供を絞め殺したのだ。

|彼は｜|昨日｜｜この場で川＃紐で自分の子供を絞め殺したのだ｡｜

|彼は｝|昨日｝｜この場で|｜自分の子供を｝｜＃紐で絞め殺したのだ｡Ｉ

(３）（岡）

(台）

(中）

(日）

Ｉchah-hngtTchit-6-s6-chEiiiOng-soh-achhui-si6STka-kT6kin-de

L伊|昨昏lltTL道個所在｜Ｉ用索仔｜｜擢死|(子)的是|＃家己I的個仔I（的)二

SIichah-hngtPchit-6-s6-chEiii6ng-soh-ak3ka-kT6km-Alaichhui-si6

＊2.是|＃伊｝｜昨昏IItT-追個所在｜｜)U索仔|＃kEil家己|的|国仔|来Ｉ拙死'（的)。

Ｔﾖzu6-tiEinzaijh6i-ge-dl-fEingy6ng-sh6ng-zihle-slhde-shihzih-jme-hAi-zihde

l・他|昨天||在這個地方Ⅱ用繩子||勒死(了)|的是|＃自己的該子|(的)。

Shih-tEizu6-tianzdi-jhei-ge-di-伍ngy6ng-sh6ng､ｚｉｈｂ乱zihji-de-hAi-zihgeile-sihde

＊2.＃是他|昨天||在這個地方'１用繩子}＃把|自己的咳子|＃給|勒死Ｉ的。

TEizu6-ti3nzai-zhei-ge-di-fEingy6ng-sh6ng-zilG-sii-de-shizi-jl-de-hdi-zide

L他|昨天｜｜在込↑地力’’１N範子｜|勒死(了)的足|＃自己的核子'（的兆

Shl-tazu6-tianzdi-zhei-ge-di-f且ngy6ng-sh611g-zibiizi-jli-de-hdi-zigeil6-s1ide

＊2.＃是他|昨天｜｜在込介地方｜｜用蝿子|＃把lE1己的咳子|＃磐|勒死Ｉ的。

彼が昨日この場で紐で絞め殺したのは自分の子供だ。

(４）（岡）

(台）

(中）

１．|彼が(}|)昨日(}|)この場で０１)紐で(||)絞め殺したのは|Ｉ＃自分の子供だ｡｜

（日）２．|彼は｝{昨日｜｜この場でＩ（|紐で}）I＃自分の子供を絞め殺したのだ｡｝

例文（４）では、本来、漢語1.で１１的語焦点は「～のだ」文ではなく「(～のは）（～だ)」しか使

えないのに対して、Ｈ本語１．と２．ではどちらもあり得る。だが、日本語に合わせて対訳してみると、

漢語の文2.は「是～的」構文を使った上に「把～第」榊文を)|IいないとｊＩ２しい文とはならない。そう

すると漢語2.の文は単純に「是～的」梢文であるかどうかが疑|川となる。
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漢語では、この例文は別に違和感はないのだが、たとえ成立したと考えれば、焦点は本来の動作の

受け手だけではなく、施事者・受け手・手段の三か所になると考えられる。しかしながら「是～的」

構文に主に強調されたい本来の重点的な一つの焦点が何処にあるかが混liiIされることが危倶される。

ISTchah-hngtTLchit-6-s6-chEiii6ng-soh-3chhui-sika-kT6kin-de

l．’伊|是|＃昨昏lltTL這個所在｜Ｉ用索仔｜｜拙死(子)｜｜家己|的|国仔'（的)。

ItTchit-6-s6-chaii6ng-soh-iikEika-kT6kin-dlfiichhui-sle-STchah-hng

＊2.伊ItlL這個所在’１用索仔ｌｋ包|家己|的個仔｜来'拙死|的是|＃昨昏Ｉ

Ｔ目shihzu6-tianzdijhei-ge-di-通ngy6ng-sh6ng-zihle-SIhziMLde-hAi-zihde

Ll他|是|＃昨天||在這個地方}|用繩子||勒死(了)｝｜自己的核子'（的)。

Ｔヨzaijh6i-ge-di-fiingy6ngLsh6ng-zihbiiziMde-hfli-Zihg5il6-SIhde-shihzu6-

tim

＊2.他|在這個地方||用繩子}把|自己的核子}磐|勒死}的是|＃昨天ｌｏ

Ｔ訂shizuかtiEinzdi-zh6i-ge-di-厄ngy6ng-sh6ng-zilG-sYzLMe-hａｉ－ｚｉｄｅ

ＬＩ他|是|＃昨天｜｜在区十地方｜｜用鑓子｜|勒死(了)｜｜自己的核子'（的)。

TEizdi-zh6i-ge-di-fEingy6ng-sh6ngzibElzi-jme-hAi-zigeile-sYde-shizu6-tiEin

＊2．他|在迭十地方｜Ｉ用範子|＃把I自己的咳子|＃鶏|勒死|的是|＃昨天｡｜

彼がこの場で自分の子供を絞め殺したのは昨日だ。

1.|彼が}｜この場で(||)紐で(||)自分の子供を｜|絞め殺したのは｝｜＃昨日だ｡’

2.|彼が}｜この場で(１１)紐で(ＩＤ自分の子供を｜｜＃昨日絞め殺したのだ｡｝

(５）（閏）

(台）

(中）

(日）

例文（５）は、（４）と同様に、漢語では日本語との対照訳２は「是～的」構文を使った上に「把

～拾」構文を用いなければならない。従って、文は成立するのだが、「是～的」構文とは言えないと

考えられる。

上述した例文（１）から（４）は、鄭良体（1997）にある.､是～的”構文により相応しい別の動詞

と入れ替えたものである。（本稿以前は鄭良偉の用いた動詞“殺⑪をそのまま引用して、対照訳を考

慮しながら「殺す」と翻訳した｡）

まず動詞について、この例文にある殺害道具は「紐」なので、ＩＦ１本語も中国語も「殺す／殺」とい

う動詞より「絞め殺す／勒死（動詞＋結果補語構造)」の方がその動作と状況が、正確且つ生々しく

想像されて強調されているのではないかと考えられる。台湾関南語では「紐」という道具で人を殺す

場合には二つの動詞が考えられる。その二つとは.`擢死chhui-si'’１と“索死soh-si”である。但し

蜜索死Soh-sl”は環のようなものが、何らかの原因で体に巻きつき、手足の自由が奪われて、そのま

ま絞め殺されたような状況を表す動詞である。あるいは、首や頭に何かが嵌められて呼吸が妨げられ

そのまま窒息してしまう状況も考えられる。しかしこれは日本語の品詞で言えば、自動詞のような動

詞なので、他殺の場合では加害動作が見えにくくなる。

この５つの例文では手段（道具）は「紐」で、それを被害者の櫛に回して巻きつけて絞め殺したと

考えられ、やはり“拙死chhui-si”の方が加害の意図があって、他殺の動作がうまく伝わるのではな

いと考えられる。そのため“擢死chhui-si”という動詞のﾉﾌﾞがN|応しいと思われる｡’
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次にこの例文で．､拙死／勒死.,というmlj調を使えば、すでにその動作が完了されているので、動詞

の後ろに付着し動作完了として表される“了”は省略した方が自然な文になると思われる。勿論その

まま残していても別に違和感はないが、余計なものを付け足したような感じになると思われる。

更に例文（４）に“推死／勒死”の動詞の後に“的.，を力Ⅱえれば､１１作の受け手が自分の子供である

ことが一屈強調されるのではないかと考えられる。

例文（５）は筆者が補った例文である。”是.、はりj件が起きた時間の前に置けば時間が強調される

ようになる。同様に四言語に|ifき換えて対照し、改めて動詞‘`是”の位置の変化に伴うその文の意味

と焦点の相違を考えてみたい。その目的は、文中の焦点は動詞や副詞、目的語の位置によって、微妙

なニュアンスの違いが表されるのではないかということをⅢ]らかにしたいからである。

１
１
１
１
１

１
２
３
４
５

く
く
１
く
Ｉ

("是'’は主語の前に置かれ、動作を起こした仕手（施事者）を強調する｡）

("是”は事件が起きた場所を強調するc）

("是一は事件が起こされた手段／道具を強調する｡）

(轡是”は動作の受け手（受ﾘﾄﾞ者）を強調する｡）

ｒ是”は事件が起きた時間を強調する｡）

是他

是在這個地方

是用繩子

是自己咳子

是昨天

上記の５つの例文はいずれも意図的な強調であり、“是～的，,構文になると考えられる。その語ｌ１１ｉｉ

は「仕手十時間＋事件場所十手段十受け手」となるが、、是“の場所により、文の焦点が異なる。ま

た三言語とも“是～的はいずれも省略することができる。但し省略されると普通の陳述文になり、

どこに焦点があるかが暖味で不明になる。しかし、“是”は不可欠の存在で、その後ろの連用修飾語

を肯定して強調している。

ｌ～５の例文は一般に文末の“的”は使わない。しかしこのような事件の発生の経緯を説明する場

合は、“的”はすでに発生した動作や事柄などを亟点に述べる語気を肯定的に強調するのである。

続いてこの５つ例文の日本語構造について述べる。

１
１
１
１
１

１
２
３
４
５

く
Ｉ
Ｉ
Ｉ
く

彼が昨日この場所で紐で自分の子供を絞め殺したのだ。
￣

彼は昨日この場で紐で自分の子供を絞め殺したのだ。

彼は昨日この場で紐で自分の子供を絞め殺したのだ。
￣

彼が昨日この場で紐で絞め殺したのは自分の子供なのだ。

彼がこの場で自分の子供を絞め殺したのは昨Ｈなのだ。

日本語では「～が（は）～のだ」・「～のは～だ」のような榊文は対象、手段、場所などを強調する

ように形成されている。「のだ」は「日本国語大辞典」第２版第10巻（p814）によると、事実を確か

なものと認めて提示したり、自分の立場を述べたＩ）して、それがある事情や理由にもとづく判断であ

ると、説明されている。

野田春美２（1997:15‐６）は「のだ」について次のようにも述べている。

従来「のだ」はその前の部分で表わされる事態を既定のものとして捉える表現であると見なされて
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きた。

また小泉保（2007）ｐ223にも強調榊文は「のだ」とllU連して、「～のは～だ」という強洲榊文が用

いられると述べている。この場合、「の」と「だ」が分離しているが、英語の11ｉｓ～tha【に相当し、

この榊文は「分裂文」（CIeflscntencc）とも呼ばれている。この説は２，で述べる湯氏のものと同様

である．

しかし、この５つの例文にある述語､１１詞「絞め殺した」のは（のだ）の「の」は絞め殺すという動

詞を名iiiＩ句にするための形式粘詞であり、「は」は後に１１}てくる受事者や時間などを表す述語を一層

強調する語句として添力１１されたものである。従って、岐後のi1j･定・断定の助動詞「だ」とくっつき、

いわゆる「～が（は）～のだ」「～のは～だ」も強調櫛文を述iWfにする表現方法だと考えられる。

2．“是，'・“的”の位置変化による焦点の移動

湯廷池（1988)ｐ131,136,137で述べている漢iWi語法の統船榊造について、ある論点3と本節の.､足..．

"的.,の位iifi変化による焦点の変化という観点が合致しているので、以下は湯氏の論点に従って、本

文から例をリ'11]して、｜ﾉﾘＲ語に訳して対!!((分析してみることにする｡秘li氏はその現像を以下の三種類

に分けている。

在ＭＩＩ諦語法裡．指示偏息焦鮎的句法結櫛二ｉｉ要ｲ『三種：分裂イリ分裂愛イリ池分裂ｲﾘ。

以下「」|ﾉlの｢|本文は筆者訳である。

｢(国語の文法では、情報焦点の構文の樹造が主に分裂文・核分裂文・準分裂文の３種類に分けられ

ているc)」

(1)分裂ｲリ（cleftsentence）一足)１１表示)くり断的動;iiIｿ遭與表示断定語斌助詞“的嵐．把一個句

子分為爾段；含有りjと,，的一段代表説話者｢|ﾘｲii息』(〈鮎．其餘一段代表説iiUi肴的Ｕｉｌｉ設］

（prcsupposilioIl)。

「分裂文（cleftsentence）－は判断の動詞として用いられている“是”と語気の助詞で１つ

のセンテンスを２段に分けている。‘`是”を含むのは'’１段の話者の情報の焦点で、残りの１

段は話者の仮定（前提）とする｡)」

（２）分裂鍵イリー在迫鍵ｲﾘ繩．“的,,ｊ↑:不'１１現於句尾．iilllI現於述語助詞與賓語名詞之'''１．イリ子的

信息焦鮎分別瞳ｉｉ語墹詞、時ｌｌｌ１ＭＩ訓與庭所副詞。道幽ｲﾘ子成分之成為ｲ高息焦黙．=iﾐ要足卵判

断動詞．是'’１１｝Illf処

「(核分裂文一この文では、“的”は文末に現れず、述語の動詞と目的語の名詞の問に現れる。

センテンスの情報の焦点が当たっているのは主語の名詞、時間の副詞と場所の副詞である。

これらの文が情報の焦点になったのは主に判断助詞の“是”が現れたためである｡)」

（３）準分裂句（pseudo-cleftsentence）－把從脇ﾁｲﾘ標識“的一興ﾘﾘ断助ｉｉｉｌ“是一安描於milj詞與

賓語名詞之間，因此也就是把イリト分為１K１１段；iiillt段代衣句子得fil設部分,後半段代表ｲﾘｱ的

偏川(《鮎。

「(準分裂文（pseudo-cleftsentence）－従属節の標識の“的”と判断動詞の“是'､が動詞と
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目的語の名詞の間に配置され、そのためセンテンスが２段に分けられる。前半分段はセンテ

ンスの仮定（前提）とする。後半はセンテンスの情報焦点を代表する｡)」

次に、“i吻先ｌｌｉ二十ｲ1：1Mi在芙國學iWfri染”という例文をJILにして考察を進める。Ｅｉﾐに判断文として

考えられている述語助詞である．処”と、’二|的語や語気助詞や連体修飾語の付いた．`的”の字句を書

き入れれば、；iiiWfは何になるか、liiWfが指すところと述語が指すところは同様であるか否か、または

文の焦点はどう変わっていくかをみてみる二

Tmg-sei1jT-chap-n1(tang)-chengtTBi-kokohgh-gi3n-hak

a・Iilli先生’’二十年ｉｊｉｌｌｲ！；美國|學|語言學Io

JT-chap-nT(tang)-ch6ngt7Bi-kokohgll壽gi3n-hak-6(13,9)STLThng-Se1,

b、’二|･年ｉｊｉｌｌｲl;美IIliIl聖|譜言學Ｉ的(人）是|＃i勝先生'。（Ｎｌｉ分裂句）

ST-Ttng-se二jT-chap-Ill(lang)-ChengtlBi-kok-oh-Cglj-giAn-hak

c.＊是|湯先生’’二-１－ｲｉ２１ｉｉｉｌｌ在美國學|的|語討學'。（分裂愛句）

SiTmg-se:】jT-chap-nT(tang)-ch6ngtTBi-kokohgQ-gifin-hak-e

d・足|＃湯先生’’二十年Ｉｉｉｌｌ在美國|學|語言學Ｉ的。（分裂句）

T5ng-si且n-sh6nger-shih-nian-cianzdi-mei-gu6syu6-yU-yAn-syu6

a.'湯先生''二十年前||在美國|學|語言學lo

Er-shih-nian-ciAnzAi-mei-gu6syu6yU-yAn-syu6de-(r6n)shihtElngsi目n-sheng

bl二十年前}|在美國}學|語言學|的(人)是|＃湯先生}。（準分裂句）

Shih-tﾖngsian-sheng6r-shih-nian-ciAnzai-mei-gu6syu6-de-yii-yAn-syue
P

c.＊是|＃湯先生'’二十年前}|在美國||學的|語言學Ｉ。（分裂愛句）

Shih-t且ngsian-sh5nger-shih-nidn-ciＡｎｚai-mei-gu6syu6-yU-yAn-syu6-de

d､是|＃湯先生'’二十年前||在美國|學I語言學|的。（分裂句）

Tang-xi3n-shenger-shi-nitm-qiAnzai-m6i-gu6xu6yu-ydn-xu6

a．’物先生’’二１．年1ｉｉｉｌｌ/ｌｉ美国|学|珸言学lo

Er-shi-niim-qianzili-m6i-gu6xu6vU-van-xu6de-shitEmg-xian-shEng

b,’二-１．年前｜｜在美ｌＥｌｌ学|隅言学|的(人)是|＃物先生'。（準分裂句）

(６）（閥）

(台）

ShitEmg-xian-shenger-shi-niiln-qianzai-mei-guOxud-de-yn-yan-xue

c.＊是|＃物先生’’二トイＩ２１ｉｉｉｌｌ在美国’１学的i綜；学'○

Shit3ng-xiEin-shEnger-shi-niAn-qidnzai-mGi-gu6xu6yD-yil血xu6-de

d､足|＃初先生’’二１．ｲｌ１ｉｊｉｌｌ在美国Ｉ学lili言学|的。

(分裂愛句）

(''１） (分裂句）

a､湯さんは二十年前にアメリカで言語学を学んだ。

ｂ二十年前にアメリカで言語学を学んだのは湯さんだ。

c・湯さんが二十年前にアメリカで言語学を学んだ。

ｄ二十年前にアメリカで言語学を学んだのは湯さんだ。

(分裂文）

(日） (分裂文）

ａ.|湯さんは’'二十年前に｜｜アメリカで||言語学を学んだ}。

｜二十年前に｜|湯さんが|｜アメリカで||言語学を学んだ}。

ｂ､’二十年前に｜｜アメリカで}|言語学を学んだのはⅡ＃湯さんだ}。

（日）Ｃｌ＃湯さん(|＝I)＃こそ|が二十年前にアメリカで言語学を学んだ'。
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例文（６）では主に「対象・人物」を強調したいのでａ.ｂ､Ｇｄという四つの文における情報焦点

の構文の構造を分けてみることにした。結果、この例文では、台湾倒南語と台湾国語の文の焦点変化

が同様であることが判明した。

d・の「分裂句」の文型は、意味においても漢語（閾・台・中）のlill[も基本的な．､是～的”構文に近

いことが観察される。

他の構文はいずれも判断動詞である．是一を主語である名詞の前に慨けば、文の焦点は主語である

対象・人物が強調されていることが判る。

但しｃ,の場合は“是,’は主語である「湯さん」の前に置かれているが、‘`的藏は動詞「学ぶ」の後

に付き、名詞「言語学」を修飾し、焦点は本来の「湯さん」ではなく、目的語の「言語学」に当たる

と考えられる。

漢語（閾・台・中）のｃとｄ・は．`是.,.“的〆は文の最初と岐後に用いられ、主語が無くなり、漢

語語法では￣無主語文．と呼ばれている。だが“是"･"的一の位悩を変えれば、主述文（主調句）に

なれるし、それに意味も変わらないのである。このような文は通常の書面語や丁寧文では滅多に使わ

れない。口語でも特に何かを強調したい時にしか使わないと考えられる。

また例文（６）での漢語（閏・台・中）ではいずれも「～在美国学的～」という仕組みで、“在”

を用いてはっきりと場所を強調的に表している。

それにｂ・の（準分裂句）に￣～的是～.．“的”は“是,,の前に入I)、前後が等しい関係にあるこ

とや、前が後に分類される関係にあることを意味している。

台湾国語の“的”の後ろに中心語“人”という代詞が付力１１されると、．`的,’は名詞を修飾し、焦点

の主語である編可が何であるかが一屑分かるようになると考えられる。しかし普通話では通常の会話

ではその代訓を用いないのが自然と言われる。Ｉ

ｂ・の（準分裂句）のような文型は、日本語の「～のは～だ」という強調構文に近いと考えられる。

但し小泉保（2007）は「～のは～だ」という強調構文も「分裂文」（Clef[sentence）と呼んでいる。

そこで日本語文を中国語に合わせて翻訳すればb､とｄは「～のは～だ」という強調櫛文を述語化

する表現となり、その対象を肯定的に断定することができるように変化する。

ｃの場合は格助詞「が」に代えて、）H言に対する主格を示す対象を強調する。
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Thng-semjTchap-nl(tang)-ch6ngtlBi-kokohgd-gian-hak

al湯先生}’二十年前｜Ｉ在美國|學|語言學｡I

Thng-sentIBi-kokohgli-gian-hak6-(SPkan)-STjlLchap-nT(tang)-ch6ng

b.'湯先生}|在美國}學|語言學|的(時間)是|＃二十年前Ｉ。（準分裂句）

Thng-senSTjTchap-ni(tang)-ch6ngtlBi-kok-oh6gIh-gian-hak

c.＊１場先生|是|＃二十年前||在美國學|的Ｉ(語言學)Ｉ。（分裂鍵句）

ThngseuSTjlLchap-nT(tang)-ch6ng征Bi-kokohgd-giiin-hak-e

dl湯先生}是|＃二十年前||在美國}學|語言學}的。（分裂句）

(７）

(閥）

TEing-siﾖn-shenger-shih-niAn-ciilnzAi-mei-gu6syu6yU-ydn-syue

a.'湯先生}'二十年前||在美則學|語言學｡l

TEingsian-sh5ngzAi-m6i-gu6syu6yUl-yAn-syu6de(shihwjian)-shih6r-shih-niAn-ciim

bl湯先生}|在美國}學|語言學|的(時間)是|＃二十年前}。（準分裂句）

Tang-sian-shengshiher-shih-niAn-cidnzai-mei-gu6syu6-de-yii-yAn-syue

c.＊|湯先生|是|＃二十年前川在美園||學的(語言學)Ｉ。（分裂鍵句）

Tangsiﾖn-sh5ngshih6r-shih-niiln-ciAnzdi-mei-gu6syu6yn-ydn-syu6-de

dI湯先生|是|＃二十年前||在美國}學|語言學Ｉ的。（分裂句）(台）

Ｔ且ng-xi目n-shenger-shi-niAn-qiAnzdi-mei-gu6xu6yn-yAn-xue
〃

a.'湯先生}'二十年前||在美国|学|悟言学lo

Tangxian-sh5ngzai-mei-gu6xu6yn-yan-xu6de-shier-shi-nian-qiim

bl湯先生||在美国}学|珸言学|的(吋同)是|＃二十年前}。

Ｔ:ing-xian-sh5ngshi註shi-niAn-qidnziii-mei-gu6xu6-de-yii-yiln-xu6

c.＊|掴先生|是|＃二十年前}|在美国}|学的(珸言学)｡I

Tangxi51n-shEngshier-shi-niiln-qianzAi-m5i-gu6xu6yU-yan-xu6de

dl湯先生}是|＃二十年前||在美国}学l矯言学}的。

(準分裂句）

(分裂鍵句）

(分裂句）(中）

a､湯さんは20年前にアメリカで言語学を学んだ。

b・湯さんがアメリカで言語学を学んだの(時間)は20年前だ。

c・湯さんは正しく20年前にアメリカで言語学を学んだ。

ｄ20年前に湯さんはアメリカで言語学を学んだのだ。

(分裂文）

(日）

ｂ､|湯さんが(}|)アメリカで(|｜)言語学を学んだの(時間)は'１＃20年前だ｡｝（分裂文）

（日）Ｃｌ湯さんは｝｛＃正しく｝＝|＃20年前にアメリカで言語学を学んだ}。

例文（７）では、陳述文に馴柄が起きた時|N１（二十ｲ|:iiiに）を強調文型に代えてみることにした。

｢二十ｲ1孟前」という時間は．是.,の後ろに配ＩＩｌｆされ、又の焦点になっている。

その結果、漢語文（剛・台・111）ではｂとｄ・は例文（６）において説明したように、確実に焦点

は時'''１（二十年前に）となる。

但しｃ・の文型では“的．を|目l的語の「言iWi学」のiiiiに)Ⅱいると微妙なニュアンスの違いが生じて、

語順が前後倒樋になると考えられるので、むしろ目的語の「言語学」を省略して、“的一を語尾助詞

とし、述語に対する肯定的な判断として用いた方が良いと考えられる。しかもこのような語順は台湾

国語と台湾閏南謡では使われない。
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(この“的一が目的語の前後に位置することは別章で述べることにするc）

日本語文のｏでは、場所の前に「正しく」という副詞を付力Ⅱしたほうが、疑いの余地も無いほど、

明らかにそう判断されることを表わすことが出来る。

。､の場合は、漢語ｄ､の対照訳にすれば、起きた「時ｌｌＩ１」は文の真ん11'に置かれて強調文にならな

いので、文の前に置いて接頭語として働かせる方が時'１１］（二十年前に）を強調することができる。や

はり日本語の場合は、文の前か後ろに強調したいものをli1fいたほうがより効果的に強調されると考え

られる。

jTLchap-nT(tang)-ch6ngtlBi-kokohgq-gian-hak

l二十年前｜｜在美國|學|語言學lc

jTLchap-nT(tang)-ch6ngohgd-gi3n-hake-(s6-chEii)STtlBi-kok

l二十年前|単|語言學|的(所在)是｜＃在美國'。（準分裂句）

jlLchap-nT(tang)-ch6ngSTtT-Bi-kok-oh6gh-gian-hak

l-l･年前|足|＃在美國學Ｉ的|語言學'。（分裂愛句）

jILchap-nT(tang)-chGngSTtTEi-kokohgU-giAn-hake

l二十年前|是|＃在美國|學|語言學|的。（分裂句）

Thng-sd

al湯先生I

Thng-se1，

ｂ、｜湯先生I

Thng-sen

cl湯先生l

Thng-se。

(８）（閾）。．’湯先生｝

Ｔ且､g-si3n-shEng6r-shih-nidn-cianzAi-mei-gu6syueyU-yAn-syue
β

a.'湯先生}{二十年前}|在美國}學|語言學}o

Tangsi且n-sh5nger-shih-nian-cidnsyu6yU-yAn-syu6de-(difEing)-shihzdi-m6igu6

bl湯先生''二十年前|學|語言學|的(地方)是｜＃在美國}。（準分裂句）

Ｔ目ng-siEin-sh5nger-shihPniAn-ciAnshihzai-mei-gu6syu6-de-yU-ydn-syue
〆

c､１場先生}'二十年前|是|＃在美國||學的語言學}。（分裂愛句）

Ｔ豆ng-si且n-sheng6r-shih-nian-cianshihzdi-md-gu6syu6yii-yAn-syu6de

dl湯先生}'二十年前|是|＃在美剛學|語言學|的。（分裂句）

TEIng-xiEin-sheng6r-shi-nian-qidnzaimei-gu6xu6yU-ydn-xue

al秘先生’’二十年前｜｜在美国Ｉ学|培言学Io

Tang-xian-shenger-shi-nian-qifmxueyu-yan-xu6shizAi-mei-gu6

b.＊|物先生’’二十年前|学|洛言学鱒(卿里子)|是|＃在美'五11．

TEing-xiEin-shEnger-shi-niim-qiiinshizili-mEi-gu6xu6-de-yU-yfln-xue

c.’溺先生’１二|･年前|是|＃在美lIilll学的沼言学Ｃｌ（分裂愛句）

(台）

Tang-xiiin-sheng6r-shi-nidn-qiilnshiz3i-mei-gu6xu6yﾛｰydn-xu6de

(中）。．’物先生’’二'一年前|足|＃在美風|学|嬬言学|的。 (分裂句）

a・湯さんは20年前にアメリカで言語学を学んだ。

b・湯さんが20年前に言語学を学んだのはアメリカ（だ／であった)。

Cl､湯さんは20年前にここアメリカで言語学を学んだのだ。

2,湯さんは20年前にあのアメリカで言語学を学んだのだ。

（日）ｄアメリカで湯さんは20年前に言語学を学んだのだ。
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b､？'湯さんが20年前に言語学を学んだのは｜｜＃アメリカ(だ／であった)｡Ｉ

Ｃｌ、|湯さんは’'20年前に｝｜＃ここ|＝{＃アメリカで言語学を学んだのだ｡’

２，|湯さんは’'20年前に’１＃あの'＝|＃アメリカで言語学を学んだのだ｡’

（日）。.｜アメリカで湯さんは20年前に言語学を学んだのだ}。

例文（８）では'１１１１述文に！;柄が起きた｣】Mi所（在美国）を強iilM文li1に変えてみることにした。

この例文（８）の漢iWiでは、ｿと”とj〕Mi所の間に「在」を)iii入すると動作・行為・作)Ⅱがどんな場

所において行われたかがさらに強調されることが判明した。

ｃの文型は前に述べたように、このような語順は一般に台湾lHliiｲﾄと台湾岡南語では使われない。

あえて使う1%｢合は[|的諦の「FiiMi学」を省略したほうがよいと考えられる。

日本語文の場合は

d・例文（７）とlil様にアメリカという場所を文の前に持って行けば、単に語順だけのＩｌＩ１題ではなく、

場所に焦点を１１てて強調することができると考えられる.

Thng-se､jTchap-nT(tang)-chengtT-Bi-kokohgI:j-gian-hak

a、１場先Ｌ１ｉｌｌ二１．年iiillｲＩｉ美國|學|語言學Io

Thng-semjTLchap-nT(taI1g)-ch6ngtTLBi-kok-oh6(mih-kiiiリsTgIj-gi3n-hak

b・liMi先生｝’二十年ｉｉｉｉｌｌ在美國學|的(物件)是|＃語笥學'。（(k分裂句）

Thng-seⅧsToh-g(l-giiin-hakejTchap-nT(tang)-ch6ngtlBi-kok

c.＊liMi先生|是|＃學諦言學|的．'二十年前|在美剛。（分裂愛句）

Thng-senoh6-sTg〔j-gian-hakj子chap-n1(tang)-chGngtTBi-kok-ohe

d．’湯先生｜|學|的是|＃語言學'’二十年前｜｜在美國學Ｉ的。（分裂句）

Thng-se⑪jT-chap-nT(tang)-ch6ngtTLBi-kokTsoh-gd-giiin-haｋｅ

ｅ.＊|湯先生’’二|･年ｌＭｉｌｌ在美園|是|＃學語Ti梁|的．（分裂句）

jT-chap-nT(tang)-cll6nglT-Bi-kokThng-sei'7soh-gQ-gi3n-hake

fl二十年前｜｜在美國IIiHi先生|是|＃學語言學|的。（分裂句）

Tang-sian-shEng6r-shih-nian-cidnzai-mei-gu6syueyu-yan-syue
夕‐Ｐ

a.{湯先生'’二十年前｜|在美國}學|語言學|o

TangsiEin-sh5nger-shih-nidn-cianzai-mei-gu6syu6-de-(d6ngST）-shihyu-yim-

syue

bl湯先生''二十年前||在美國||學的(東西）｜是|＃語言學}。（準分裂句）

Tang-si目n-sh6ngshihsyu6-yU-ydn-syu6deer-shih-nidn-cianzAi-meigu6

c.＊|湯先生}是|＃學語言學|的'二十年前|在美幽。（分裂愛句）

TEing-sian-shEngsyuede-shihyU-ydn-syu6er-shih-niiin-cidnzdi-mei-gu6-syu6de

dl湯先生}|學|的是I＃語言學}'二十年前}|在美國學|的。（分裂句）

Ｔﾖng-si且n-shenger-shih-nian-ciAnzdi-mei-gu6shihsyu6-yU-ydn-syu6de

e.'湯先生}'二十年前||在美國}是|＃學語言學|的。（分裂句）

Er-shih-nidn-cidnzai-mei-gu6t且ngLsian-shEngshihsyu6-yU-yAn-syu6de

fl二十年前｝｜在美國’１場先生|是{＃學語言學|的。（分裂句）

(９）（岡）

(台）
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Tang-xian-sheng6r-shi-niAn-qidnzAi-mei-gu6xu6yn-yan-xue

a.’物先生’’二十年前｝｜在美国Ｉ学|嬬言学Io

Tmg-xiEln-shEng6r-shI-nian-qianzAi-m6i-gu6xue-deshi-yU-yAn-xue

b.’物先生’’二十年前｜｜ｲｌｆ美|通|｜|学的(宗gui)}是|＃贈言学Ｉ。（準分裂句）

TEing-xi恩n-shEngshixu6-yU-yAn-xu6deGr-shi-nian-qidnzal-mel-guo
、●世●Ｐ

Ｃ.＊|物先生１足|＃学i普言学|的，’二-1-.年前|在美|J(1。（分裂愛句）

Tang-xian-shengxu6de-shivu-vim-xueer-shi-niim-qianzai-mei-gu6-xu6de

d.＊|溺先生｝|学I的足|＃洛言学'’二十年前｜｜在美国学Ｉ的。（分裂句）

Tang-xiEin-shEng6r-shi-niAn-qiAnzdi-m6i-gu6shixL16-yu-ydn-xu6de

e.’物先生'’二十年前|｜ｲl：美睡11足|＃学iIi言学|的。

Er-shi-nidn-qidnzAi-mei-gu6tiing-xiEln-shEngshixu6-yU-yAn-ｘｕｅｄｅ

ｆｌ二十年前||在美国｜｜物先生|是|＃学培言学|的。

a・湯さんは20年前にアメリカで言語学を学んだ。

b､湯さんが20年前にアメリカで学んだものこそ言語学だ。

c・言語学を湯さんは20年前にアメリカで学んだ。

｡､湯さんの専攻は言語学だが､20年前にアメリカで学んだ。

e､湯さんが20年前にアメリカで学んだのは言語学だ。

ｆ20年前に湯さんがアメリカにいた時､言語学を学んだのだ。

(中）

(日）

|湯さんが(}020年前に(||)|アメリカで学んだのは}｜＃言語学だ｡｜

|湯さんは''20年前にⅡアメリカで|｜＃言語学を学んだ｡｜

|湯さんの専攻は｜｜＃言語学だが}、'20年前にＩ｜アメリカで学んだ｡｝

|＃湯さんが20年前にアメリカで学んだのは|｜＃言語学だ}･

'20年前に｜｜アメリカで||湯さんは｜｜＃言語学を学んだのだ｡Ｉ

ｈ
ｃ
ｄ
ｅ
ｆ

(日）

最後に例文（９）の場合は、意lX1的に１１足.,と．`的”を位悩変換させて目的語（言語学）の強調を

生み出そうと試みた。

漢語。では焦点は二つ（嬬言学・在美国学）に当てられていると考えられる。さらに助詞の．､的”

は動詞“学”の後ろ（｢在美国学的｣）に世かれていることは、述語を名詞化5に変えることになって、

名詞相当語になると考えられる。

ｅの場合はアメリカで学んだのは他の専攻ではなく、言語学だと強調的に説明している。この例文

ではｆのように動作が起きた時間を文の鮫初に置き、目的語を文末に置くほうが普通話では一番目的

語を強調する自然な文だと考えられる。

日本文の場合はｂ､の文末に「学んだものこそ言語学」となり、この「こそ」は副助詞でその語を

取り立てて、強調する主体の気持ちを表わすので、一層「～は～だ」という文より「言語学」が焦点

となって目的語を強調することができる。

ｃは「言語学」を文の最初に撒くと、目的語の焦点を強調的に表すことができる。

おわりに

これまでの考察の結果、“是～的''榊文では、“是．．.､的,,の位悩変化により焦点の移動が変わって
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くることが1ﾘＩらかになった。それに、“処..．"的一の字ｲﾘを分裂文・核分裂文・準分裂文に挿入しても、

文章の説1ﾘ]や判断は影騨を受けず、各々状況・文脈に従って文の情報焦点を明確にして成立すること

が観察された。EIIち、“足～的”榊文で、．､的”は必ずしも文末に撒くとは限らないことが判lリルた。

しかしその場合でも、説Iリル判断・強調例文では、やはり．`l1rが文末に１１}いられたものが一番自然

な“雌～的,Ｗｌ『文にな}〕、話し手の気持ちがj［し〈表IILされて、強調を表すことができると考えられ

る。

本稿の漢語の例文では．的一が述諦となれば、￣的”は文の前に．是一がある時、前後呼応して、

"是～的,の構文になれ、たとえ位liftが変化しても文型と意味は変わらない。しかし強調する語句や

文中の焦点は連ってくると観察された。

さらにこれらの例文では「二十年liii」という時間が具体的に表わされていなくても、．､的，，がすで

に動作・行為によって起こされた時Ｉ１Ｉ１が過去のことであると判る。それゆえ、“的一はいつも語気助

詞とみなされているが、このように時態助詞として働く機能もあると認めてよいと思われる。同様の

分析として、“是～的一構文中の．､的,,の存在を時間助詞と定義する宋玉柱（1978）がある。

また、漢語の例のｂ､の（準分裂句）のように、“～的処～”の“的”が“是”の前にＩＩＴかれると、

その前後は対等の関係となる。この“的”は文の主語にもなれると考えられる。

しかもこのような変化は、本来の「足・・・的」構文とは性格が異なる現象で現れるが強調され

る焦点は'11様であると判断できる。

続いて漢語の例の（６）の．．（７）。．（８）。．（９）ｅ､｢の文末に、￣学語言学的一という述詞性成

分を名詞句に変える機能は、漢語の語法では動賓（動詞十Ｕ的語十的）連語になっている。これは輿

水優（1985）ｐ､212が指摘しているところでもある。‘

さらに漢語の例文（９）ｃ､ｅｆのような文li1では、‘`是”＋11ﾘﾉ詞十目的語十．的，,の形で、動作の主

体・時'１１１.場所・方式・目的などを強調する。．`是一は強調する要素の直前に置くが、省略すること

もできる。

台湾'五Ｉ研において、．`準分裂句”のＴｌり゛の後ろに付く“人・時間・場所・物,’は、修飾節が述べ

る動作の主体と解釈がIjI能である。

以上の漢語の例文では、文末に一胴語気を強めるため、．|#ｌａ／|liilEl,,という助詞が用いられても

全く違和感がなく、適切だと考えられる。

日本語の場合では、強調的な情報焦点はほとんどの場合、文頭か文末で述べられている。ｒ是～

的一構文における“是..."的”位機変化による焦点の移動」に合わせる対照訳では、lliに「～が（は）

～のだ」「～のは～だ」という説Iﾘ]や判断の強調構文は、Ⅱｻﾞにはうまくその焦点を表わすことができ

ず、より強めるためにｈｉｌ助詞や指示ｲWIiii1などが必要とするものがあるのも観察された。
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例文（４）から漢語では目的語焦点では「～のだ」文ではなく「(～のは）（～だ)」しか使えない

のに対して、日本語ではどちらもあり得る、という点が判明した。

それは、次のような語順の対照に区別できるのではないかと考えられる。

Ａ是魎魎j<)（分裂句）→

曰魎１Ｍノ足圃）（準分裂句）→

|#圃魎のだＩ

|函のは｜｜唖だＩ

Ａの場合の日本語「#」願は、「文頭」にはない。むしろ、動詞直前か後ろにある、と言える二

一万、中国語で顕､的～是圃)の．楚は音韻的に「#｣唖であると考えられる。
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６

台湾閏南語八声符号図

以下のlZlは、台湾雑｣Mi字音八717と台湾の台羅教部研究協会111判i長陳泰然先生の現代台語八声音階図

を基にして作った。

現代台譜の声iilMは“平｣1去入,,の四71『調がさらに“陰|H鮒系統”に分けられ、全部で八声鯛となる。

但し、特別な息調が二つあって、それは一般に廻昇音と輕醗とⅡ平ばれている．

如下：

廻昇音は声調記号９例：Ｗｌ６而紅紅紅.,、ang9ang7angi／彼の顔が其っ赤になった。

輕声は満洲記号０例：￣犬Illif落來"，loh芒Iaio／暗くなってきた。（峰I)る）
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AStudyofFocusTransferinthe“是～的，，ClauseDerivedfromthe
PositionalShiftsof“是”ａｎｄ“的，,．

WU1Hgingfeng

Abstract

InChinesegl･ammar,theｗｏｒｄ．,足，'isavel･blbrjudgmelltanditschie｢lilnctionisnotonlyLoexplain

themeamngsbutalsoIjoju〔1georemphasizethepulposesoI､sentGIlces､Howevel･;theｗｏｒｄ．､的･･has

avarieUyol・fullcljolls，includingbGillgasLructuralverb,auxilialyword,nI1dthecompomentofalloun

clauseconsistingofverb,objectandmodiiler、

Ｗｈｅｎ碆是”ａｎｄ．､的”combilletogethertocreatea“是～的”clausGtheword是marksthefocused

elementwlme・ＬｈＧｗｏｒｄ１`nrisalwaysaltheendofthesellLellce・Ｔｈｉｓｕｓａｇｅｍ化rsanaffilmativeor

anemphasizedauxiliaryword・

ThisarticlemailllydiscussesLhelbcusilltermsoftheposiLiollof．､是”・“的”ｉｎａ“是～的”clause

Additionally,thecomparisonsofllsagesof⑪是.．“的”andIjheire〔luivalentsinmaiwanese,Chinese・

MandarinandJapanesea1℃tobeallalyzGd．


